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隠
岐
の
島
町
職
員
の
給
与・定

員
管
理
等
を
公
表
し
ま
す

未
年
生
ま
れ
の
年
男・年

女
  新
年
の
抱
負
を
語
る

隠
岐
の
島
町
職
員
の
給
与・定

員
管
理
等
を
公
表
し
ま
す

　
年
初
め
の
恒
例
行
事
、と
ん
ど
が
、各
地
区
で
行
わ
れ
まし
た
。

　
写
真
は
、有
木
地
区
で
の
と
ん
ど
の
様
子
。地
域
の
皆
さ
ん
が
持
ち

寄
っ
た
た
くさ
ん
の
正
月
飾
り
な
ど
が
積
み
上
げ
ら
れ
、勢
い
よ
く
燃
や

さ
れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
は
、舞
い
上
が
る
火
煙
を
囲
み
な
が
ら
、無
病
息

災
を
願
い
まし
た
。

有
木
地
区
の
と
ん
ど
　
　
１
月１２日（

有
木
集
会
所
）
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〜
平
成
二
十
七
年
を
迎
え
て
〜

町
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
皆
さ
ま
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
、つ
つ
が
な
く
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
も
、全
国
各
地
で
異
常
気
象
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
、特
に
、広
島
県
、長
野
県
で
は
、

尊
い
命
や
住
居
な
ど
大
切
な
財
産
が
失
わ
れ
、

社
会
機
能
が
破
壊
さ
れ
る
事
象
が
起
こ
り
ま
し

た
が
、今
年
こ
そ
は
、平
穏
か
つ
恵
み
の
一
年

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、政
府
は
、昨
秋
開
催
の
臨
時
国
会
に

お
き
ま
し
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
法
案
」

を
成
立
さ
せ
、東
京
一
極
集
中
を
避
け
、「
地
方

創
生
」と
い
う
新
た
な
目
標
の
も
と
、や
る
気

の
あ
る
地
域
や
町
村
を
ど
ん
ど
ん
支
援
し
て
い

く
方
針
を
打
ち
出
し
、結
果
、各
自
治
体
の
や

る
気
度
や
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、中
山
間
地
域
や
離
島
地
域
で
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
顕
著
で
あ
り
、こ
れ
ら

課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
、ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
、職
員
と
は
、町

民
の
皆
さ
ま
方
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、今

何
を
す
べ
き
か
を
絶
え
ず
考
え
、現
場
主
義
、

即
刻
主
義
に
お
い
て
仕
事
に
ま
い
進
す
る
よ
う

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
は
、合
併
十
一
年
目
、新
た

な
船
出
の
年
に
な
り
ま
す
。本
年
は
、合
併
十

年
を
検
証
し
、新
た
な「
ま
ち
づ
く
り
」の
礎

と
な
る
一
年
に
な
る
よ
う
、職
員
と
と
も
に
全

力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て
、難
な
き

佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
を
申
し
上

げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
り
ま
せ
ず
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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　昨年を振り返り、新たな誓いを立てるこの時期。
皆さんは、どのような夢や目標をお持ちでしょうか。
　ここでは、今年の干支である未年生まれの皆さん
の新年の抱負をご紹介します。

ひつじ

　昨年を振り返り、新たな誓いを立てるこの時期。
皆さんは、どのような夢や目標をお持ちでしょうか。
ここ は 今年 干支 ある未年生まれ 皆さん

ひつじ

新年の抱負を語る
ますます。

　今年は６年生になるので、下の
学年を引っぱっていきたいです。　
　私生活では、野球をしているので、
活躍できるように努力します。

村上 璃仁さん（原田地区）
むら   かみ り      と

の新年の抱負の新年の抱負負をご紹介し負をご紹介し

今
学年
私

村上
むら か

私生活では、野球をしているので、
躍できるように努力します。
私

活躍

　運動をがんばり、ねばり強く努
力したいです。

田中 優海さん（那久地区）
た　　なか ゆ　　み

未年未年未年
年男・年女

生まれの
ひつじひつじひつじ

　「感謝の気持ち」、「学ぶ姿勢」、
「楽しむ心」を忘れずに、様々なこ
とに挑戦し、島孝行していきたい
です。

上 奈津紀さん（加茂地区）
かみ       な     つ      き

　漢字一文字で表すと、「芯」…
自分に厳しく、人に優しく！羊毛
のように、みんなを温かく包む存
在になりたいです。

宇野 里恵さん（小路地区）
う     の         り      え

　昨年は、充実した１年でした。
年男を迎えた今年、１日１日を
大切にし、仕事に趣味にと、より
一層がんばるぞ！！

白潟 嘉憲さん（港町地区）
しら   かた      よし    のり

　人生は旅です。色々な事があり
ました。本年を転機として、一層
精進する次第です。

大田 訓さん（犬来地区）
おお　 た　　 さとし

　孫一番、畑二番！畑作りを楽し
み、人とのつながりを大切にしな
がら、孫の成人を見届けるまで
元気に過ごしたいです。

木下 越雄さん（栄町地区）
きの　した　　 えつ　　お

　様々な学習活動などを通じて
知り合った、数多くの友人ととも
に、今年も色々なことにチャレン
ジしたいと思います。

永海 和子さん（岬町地区）
なが    み       かず    こ

　福祉とは…。今年こそ、その答
えに出会えるよう、日々の出会い
を大切に過ごしていきたいと思
います。

宇越 雄一さん（伊後地区）
う     ごし      ゆう   いち
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隠岐の島町職員の給与・定員管理等を公表します隠岐の島町職員の給与・定員管理等を公表します隠岐の島町職員の給与・定員管理等を公表します
❶ 総括

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（注） １ 平成25年度決算統計に基づいて算出しています。
　　　２ 人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含んでいます。

区 分 住民基本台帳人口
（平成25年度末） 歳出額（Ａ）

25年度 15,038人

実質収支

❷ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２６年４月１日現在）

❸ 職員の手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当

（２）職員の初任給の状況（平成２６年４月１日現在）

人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

 13.4％  13.0％

（参考）24年度
の人件費率

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（３）特記事項

（注） １ 職員手当には、退職手当及び子ども手当を含みません。
       ２ 職員数は、平成25年４月１日現在の人数です。（特別会計の職員は除く）

区 分 

25年度

職員数（Ａ）
一人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

235人

給与費

給 料

920,871千円

計（Ｂ）職員手当

115,386千円

期末･勤
勉手当

340,430千円 1,376,687千円 5,858千円

平成２5年度は、次のとおり
給与の減額措置を行いました。

区 分 給料月額
10％ 
  5％ 
  5％ 
  0％ 

  0％

町 長
副町長
教育長
管理職
その他の
職員

区 分 

隠岐の島町

一般行政職 技能労務職
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
43.5歳 346,900円 391,100円 43.9歳 321,100円 343,500円

（注）１ 一般行政職とは、税務職、福祉職（保育士）、看護・保健職、技能労務職などを除いたものです。
　　２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手
　　 当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を
　　　合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明ら
　　　かにされているものです。

区 分 隠岐の島町 島根県 国

一般行政職
大学卒

高校卒

172,200円

140,100円

171,890円

139,847円

172,200円

140,100円

隠岐の島町 国

1人当たり平均支給額(平成25年度)1,480千円 －

（平成25年度支給割合）
期末手当  2.6月分　   勤勉手当  1.35月分

（平成25年度支給割合）
期末手当  2.6月分　   勤勉手当  1.35月分

（加算措置の状況）職制上の段階、職務の
級等による加算措置　 役職加算  5～10％

（加算措置の状況）職制上の段階、職務の
級等による加算措置　 役職加算  5～20％

16,044,847千円 218,903千円 2,156,336千円



（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に支給された平均額です。

（２）退職手当（平成２６年４月１日現在）

（３）その他の手当（平成２６年４月１日現在）

❹ 特別職の報酬等の状況（平成26年4月1日現在） ❺ 部門別職員数の状況

隠岐の島町
支給率区分 自己都合 勧奨・定年

国

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

支給率区分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

21.62月分 
30.82月分 
43.70月分 
52.44月分

自己都合

21.62月分 
30.82月分 
43.70月分 
52.44月分

27.025月分 
36.57月分 
52.44月分 
52.44月分

勧奨・定年

27.025月分 
36.57月分 
52.44月分 
52.44月分

定年前早期退職特例措置（5～30％加算）50歳以上
58歳以下対象1人当たり平均支給額　24,081 千円 定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

手当名 内容及び支給単価

配偶者13,000円
配偶者のいない職員の場合の扶養親族のうち1人  11,000円
その他の扶養親族  6,500円
特定期間（満16歳になる年度初めから満22歳の年度末まで）の子の加算  5,000円

借家・借間居住者
①家賃23,000円以下の場合　家賃―12,000円
②家賃23,000円を超え55,000円未満の場合
   11,000円＋(家賃―23,000円)×1/2
③家賃55,000円以上の場合　27,000円

交通機関利用者   最高支給限度額55,000円
交通用具(自動車等)利用者   2～40㎞以上3,000～32,000円

交通用具の区分及び
距離の区分が異なる

医師、歯科医師等採用の困難な職種に支給

国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当

住居手当

通勤手当

初任給調整手当

同じ

同じ

異なる

同じ

（注） 退職手当の「1期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び
        支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職
　　手当の見込額です。

（注）職員数は、一般職に属する職員数です。

区 分

給 

料

報 

酬

期 

末 

手 

当

退 

職 

手 

当

給料月額等（  ）内は減額措置を行う前の金額です。
町長
副町長
教育長

699,390円　（736,200円）
607,026円　（625,800円） 
535,634円　（552,200円）

議長
副議長
議員
町長
副町長
教育長

297,000円　 
246,000円　 
205,000円　

（算定方式）
736,200円×在職年数×450/100
（1期の手当額）13,251,600円（支給時期）任期毎 
625,800円×在職年数×270/100
（1期の手当額）6,758,640円（支給時期）任期毎 
552,200円×在職年数×207/100
（1期の手当額）4,572,216円（支給時期）任期毎　

2.95月分

議長
副議長
議員

町長

副町長

教育長

2.95月分

区 分
部 門

職　員　数
平成２６年 平成25年

対前年
増減数

普 

通 

会 

計

公
営
企
業
会
計
等

一 

般 

行 

政 

部 

門

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

２
６５
１１
５３
２８
１３
  ８
１０

２
６８
１１
５５
３０
１１
９
１０

０
△３
０
△２
△２
２
△１
０

計 １９０ １９６ △６

226 ２３４ △８
36

７
８
２１

８
７
２２

△１
１
△１

３８ △２教育部門

職員合計

水　 　道
下  水  道
そ  の  他

小　計

３６ ３７ △１
２６２ ２７１ △９

条例定数 ２９１ ２９１ ０

小　計

●お問い合わせ先
　隠岐の島町役場総務課職員係　電話２－２１１１



　

９
月
26
日
、出
雲
市
の「
大
社
文
化
プ
レ
イ

ス 

う
ら
ら
館
」で
行
わ
れ
た
、第
43
回
島
根

県
少
年
弁
論
大
会
に
お
い
て
、西
郷
南
中
学
校

3
年
の
山
田
な
つ
み
さ
ん
が
、島
根
県
教
育

委
員
会
教
育
長
賞（
第
二
席
に
相
当
）を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、「
誰
で
も
や
り
直
せ
る
っ
て

本
当
？
」と
題
し
、自
ら
の
今
ま
で
の
生
活

を
改
め
、や
り
直
す
過
程
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、全
県
下
か
ら
各
市
郡
の
代

表
者
が
集
ま
り
、中
学
校
生
活
の
中
で
日

頃
考
え
た
り
、感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
広
く

発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
立
心
を
育
て
る

機
会
と
す
る
大
会
で
す
。 の

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）

島
根
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
受
賞

　

　
（
第
43
回
島
根
県
少
年
弁
論
大
会
）

【
第
68
回
全
隠
岐
相
撲
選
手
権
大
会
】

　

■
小
学
生

　
　

〇
個
人
戦
3
年
生
以
下
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
位　

中
田
泰
輔

　
　

〇
個
人
戦
Ⅰ（
4
年
生
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
位　

竹
本
柊

　
　

〇
個
人
戦
Ⅱ（
5
年
生
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
位　

藤
田
拓
夢

　
　

〇
個
人
戦
Ⅲ（
6
年
生
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
位　

恩
田
智
也

　
　

〇
団
体
戦　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　

1
位　

北
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

　

■
中
学
生

　
　

〇
個
人
戦（
全
学
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

1
位　

吉
山
元

　
　

〇
団
体
戦（
全
学
年
）　　
　

　
　
　
　

1
位　

西
郷
南
中
学
校
チ
ー
ム

　

■
一
般

　
　

〇
個
人
戦（
軽
量
級
の
部
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

野
津
泰
斗

　
　

〇
個
人
戦（
青
年
Ⅰ
の
部
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

吉
見
雄
大

　
　

〇
個
人
戦（
青
年
Ⅱ
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

池
田
晃
大

　
　

〇
個
人
戦（
一
般
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

松
井
雄
介

　
　

〇
優
勝
旗
争
奪
戦　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

池
田
晃
大

　
　

〇
団
体
戦（
軽
量
級
の
部
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位　

都
万
チ
ー
ム

　
　

〇
団
体
戦（
一
般
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　

１
位　

都
万
Ｂ
チ
ー
ム

【
第
44
回
隠
岐
の
島
町
社
会
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
】

　
　

○
男
子　

１
位　

隠
岐
高
校

　
　

○
女
子　

１
位　

隠
岐
高
校

【
第
16
回
全
隠
岐
テ
ニ
ス
大
会
】

　
　

○
一
般
男
子　

　
　
　

１
位　

古
川
直
司・飯
田
寿
人 

組

　
　

○
一
般
女
子　

　
　
１
位　

上
谷
千
代
美・飯
古
久
美
子 

組

【
第
56
回
全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会
】

　

■
個
人
戦

　
　

○
小
学
生
低
学
年
男
女
混
合
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

安
部
莉
生

　
　

○
小
学
生
中
学
年
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

勝
部
潤

　
　

○
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

堤
悠
介

　
　

○
小
学
生
女
子
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

瀧
川
弥
聖

　
　

〇
中
学
生
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

谷
田
大
海

　

■
団
体
戦

　
　

○
小
学
生
の
部　

　
　
　
　
　
　
　

１
位　

東
郷
剣
友
会
Ａ

　
　

〇
一
般
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

東
郷
チ
ー
ム

【
第
55
回
全
隠
岐
柔
道
選
手
権
大
会
】

　

■
個
人
戦　

　
　

○
幼
児
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

伊
野
睦
貴

　
　

○
小
学
生
低
学
年
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

中
田
泰
輔

　
　

○
小
学
生
中
学
年
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

小
平
仁

　
　

○
小
学
生
高
学
年
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

藤
田
拓
夢

　
　

○
中
学
生
無
段
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

松
井
光
次

　
　

○
一
般
の
部　

男
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

松
井
孝
弘

　
　

〇
一
般
の
部　

女
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
位　

林
美
賀
子

■
団
体
戦

　
　

○
小
学
生
の
部　

１
位　

剛
柔
館
Ａ

　
　

○
一
般
の
部　
　

１
位　

柔
友
会

【
第
46
回
隠
岐
の
島
町
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
】

　
　

              　
　

１
位　

西
郷
Ａ

隠
岐
の
島
町
体
育
協
会
主
催
の

　
　
　
　
　
　
　

大
会
結
果
一
覧

6

島根県教育委員会教育長賞を授与
される山田なつみさん

島根県少年弁論大会に参加した生徒の皆さんと大会関係者の
皆さん（上段、右から３人目が山田なつみさん）



　中村清志先生（元松江東高校校長）をお迎えし、
講演会を行います。
対象 ： 保護者、教員、一般
日時 ： 2月14日（土）午後2時から3時30分まで
場所 ： 隠岐の島町図書館 研修室

　図書館の蔵書検索で本を検索した時、場所が「閉
架」と表示されたことはありませんか？
　「閉架」とは、館内で本を手に取って見ること
ができる場所（開架）に対して、鍵のかかってい
る書庫のことです。最近借りられてない資料や発
行年が古いもの、郷土資料の複本、過去の雑誌や
新聞などを置いています。
　もし、お目当ての本が「閉架」にあった場合は、
職員へお気軽にお申しつけください。

　2月は蔵書点検のため、図書館を１週間休館いた
します。期間中に本を返却される場合は、入口横の
返却ポストにお返しください。
休館期間 ：2月7日（土）から13日（金）まで
　また、休館にともない、2月の開館日と定例行事
の開催日を以下の通り変更いたします。
・2月15日（日）：特別開館
・ブックトークの会：2月15日(日)午後2時から
・隠岐アゴラ：2月21日(土)午後2時30分から

町指定無形民俗文化財

vol.35

山田客祭風流

　

山
田
地
区
の
山
田
神
社
で
は
、２
月
の
初

午
の
日
に
客
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。客
祭
り

と
は
、も
と
も
と
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
神

様
で
は
な
く
、客
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る

神
様
に
対
し
、お
祭
り
を
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

山
田
の
客
祭
り
で
は
、ま
ず
本
膳
式
と
し

て
食
事
の
膳
が
用
意
さ
れ
、そ
の
後
に
、的

射
の
式
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
的
射
の
式
の

中
で
、的
に
描
か
れ
た
作
物
に
害
を
な
す
鳥

獣
を
射
る
こ
と
に
よ
っ
て
、五
穀
豊
穣
を
祈

願
し
ま
す
。　

　

こ
の
祭
り
が
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、古
く
は
文
化
5

年（
１
８
０
８
年
）に
記
録
が
あ
り
、春
と
秋

の
2
回
、厳
正
な
的
射
の
式
が
行
わ
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。当
時
は
、現
在
よ

り
も
厳
正
な
作
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、現
在
も
古
く
か
ら
の
作
法
が
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、昭
和
50
年
に
五
箇
村
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定（
現
在
は
、隠
岐
の

島
町
指
定
）さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
ん 

ぜ
ん  

し
き

　

過
去
に
は
、祭
り
の
中
で
、に
わ

か
も
行
わ
れ
て
い
た
と
あ
り
、山

田
の
客
祭
り
は
、地
域
の
中
で
も
大

き
な
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ

れ
ま
す
。
今
年
も
、初
午
の
２
月

11
日（
水
）に
行
わ
れ
ま
す
。

7

御神木の前で行われる神事の様子
（平成２５年２月９日）

的射の式の様子（平成２５年２月９日）

親と子の読書普及講座「橋をかける人は…」親と子の読書普及講座「橋をかける人は…」親と子の読書普及講座「橋をかける人は…」

図書館まめ知識①「閉架」って？図書館まめ知識①「閉架」って？図書館まめ知識①「閉架」って？

蔵書点検のため休館します蔵書点検のため休館します蔵書点検のため休館します

 
閉架書庫の移動棚
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まちのできごと
12/7

　

隠
岐
養
護
学
校
・
み
ん
な
の
作
業

所
・
あ
じ
さ
い
・
仁
万
の
里
の
皆
さ
ん

方
に
よ
る「
み
ん
な
で
つ
く
る
発
表
会
」

が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、各
団
体
の
皆
さ
ん
に

よ
る
演
劇
・
演
奏
な
ど
の
舞
台
発
表
や

作
業
製
品
の
販
売
、作
品
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
、日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

心
温
ま
る
演
目
を
披
露

第
31
回
み
ん
な
で
つ
く
る
発
表
会

仁万の里の皆さんによる演劇「さるかにがっせん」の様子

12/7
　

災
害
伝
承
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
隠
岐

の
島
町
防
災
講
演
会
」
が
、隠
岐
島
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、東
日
本
大
震
災
で
の
経
験

を
基
に
、研
修
会
や
防
災
訓
練
な
ど
様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、宮
城

県
仙
台
市
の
今
野
均
氏
を
お
迎
え
し
、体

験
談
を
交
え
な
が
ら
、災
害
に
よ
る
教
訓
や

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
大
勢
の
皆
さ
ん
は
、

自
主
防
災
活
動
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

体
験
談
か
ら
学
ぶ
自
主
防
災

             

隠
岐
の
島
町
防
災
講
演
会

約５０名の方が参加した講演会の様子

’

12/7
　
「
第
９
回
浄
土
ヶ
浦
ま
つ
り
」が
、布
施

町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
披
露
さ
れ
た
、日

の
丸
保
育
所
の
園
児
の
皆
さ
ん
に
よ

る
踊
り
に
引
き
続
き
、中
村
民
謡
研
究

会
、布
施
地
区
の
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ

る
唄
や
踊
り
の
発
表
、サ
ザ
エ
の
掴
み

取
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、布
施
公
民
館
で
は
、布
施
文

化
祭
も
同
時
開
催
さ
れ
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
各
種

作
品
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

寒
空
の
中
、大
に
ぎ
わ
い

　
　
　

第
９
回
浄
土
ヶ
浦
ま
つ
り

写真右：オープニングで踊りを披露する日の丸保育所園児の皆さん
写真左：サザエの掴み取りに挑戦する来場者の皆さん

講師の今野均氏

キャンドルナイト２０１4in武良

　「キャンドルナイト２０１４ｉｎ武良」が、も
のづくり学校体育館で開催されました。例
年にも増して数多くのカラーキャンドルが
並べられ、来場した皆さんは、幻想的な雰
囲気を楽しみました。
　　　　　　　　また、会場では、屋台や
　　　　　　　ワークショップ、ミニコンサ
　　　　　　　ートなども行われ、親子連
　　　　　　　れなどたくさんの方でにぎ
　　　　　　　わいました。

色とりどりのキャンドルが並べられた幻想的な雰囲気の会場色とりどりのキャンドルが並べられた幻想的な雰囲気の会場色とりどりのキャンドルが並べられた幻想的な雰囲気の会場

地域の皆さんや子どもたちによる地域の皆さんや子どもたちによる
手作りのカラーキャンドル手作りのカラーキャンドル
地域の皆さんや子どもたちによる
手作りのカラーキャンドル

12/13

8
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12/16
　

子
ど
も
た
ち
に
、隠
岐
の
水
産
物
・
水
産

業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
水
産
教
室
「
学
ん
で
触
っ
て
食
べ

て
み
よ
う
」が
、五
箇
中
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

水
産
教
室
に
は
3
年
生
7
名
が
参
加
し
、

県
別
の
漁
獲
量
や
漁
獲
方
法
、隠
岐
で
と

れ
る
水
産
物
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ん

だ
後
、実
際
に
隠
岐
松
葉
ガ
ニ
を
使
っ
た

調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、カ
ニ
の
特
徴
や
さ

ば
き
方
、調
理
方
法
な
ど
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、慣
れ
な
い
手
つ
き
で
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

町
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
隠
岐
の
島
町
子
ど
も
議
会
」
が
、役
場
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。初
め
て
と
な
る
子
ど
も
議
会

に
は
、都
万
中
学
校
の
３
年
生
が
子
ど
も
議
員
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
と
な
っ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
に
よ
る

ゴ
ミ
対
策
や
ジ
オ
パ
ー
ク
効
果
に
よ
る
観
光
施
策
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、故
郷
に
対
す
る

思
い
や
普
段
の
生
活
の
中
で
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を

松
田
町
長
に
提
言
し
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
、松
田
町

長
は
、「
参
考
と
な
る
提
案
で
あ
り
、早
速
、担
当
課

に
協
議
さ
せ
た
い
」と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　

故
郷
に
、よ
り
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
、今
後
は
、町
内
全
中
学
校

を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

触
っ
て
食
べ
て
、楽
し
く
学
ぶ         

水
産
教
室
ｉ
ｎ
五
箇
中

12/21
　

町
民
の
皆
さ
ま
の
文
化
芸
術
へ

の
参
加
や
理
解
・
関
心
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
町
民
な

ん
で
も
発
表
会
」
が
隠
岐
島
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、町
内
の
各
団
体

や
個
人
の
皆
さ
ん
16
組
に
よ
る
、

民
謡
や
舞
踊
、バ
ン
ド
・
吹
奏
楽
の

演
奏
な
ど
、ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず

様
々
な
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
は
、個
性
あ

ふ
れ
る
様
々
な
演
目
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。 文

化
芸
術
へ
の
理
解
を
深
め
る         

町
民
な
ん
で
も
発
表
会

新鮮な隠岐松葉ガニを使った調理実習の様子

琴城流大正琴浜千鳥の皆さんによる大正琴の演奏

西郷民謡振興会の皆さんによる唄や踊り

中
学
生
が
ま
ち
づ
く
り
に
提
言　
　
隠
岐
の
島
町
子
ど
も
議
会

12/19

参加した都万中学校３年生の皆さん（写真前列中央
は、松田町長と議長を務めた石田茂春町議会議長）

提案に対し答弁する松田町長提案に対し答弁する松田町長提案に対し答弁する松田町長

町への思いを町長へ提言する生徒の様子町への思いを町長へ提言する生徒の様子町への思いを町長へ提言する生徒の様子

9
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年
末
恒
例
の
年
の
瀬
イ
ベ

ン
ト
が
、町
内
各
地
区
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

隠
岐
松
葉
ガ
ニ
や
鮮
魚
な

ど
の
海
産
物
や
地
元
産
の
新

鮮
な
野
菜
の
ほ
か
、お
正
月
飾

り
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、ど
の
会

場
も
、大
勢
の
買
い
物
客
の
皆

さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

1/6
　

新
春
恒
例
の
「
隠
岐
の
島
町
消
防

出
初
式
」
が
開
催
さ
れ
、町
内
消
防
団

な
ど
関
係
者
約
４
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

雨
天
に
よ
り
通
常
点
検
は
、中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、隠
岐
島
文
化
会
館

で
の
式
典
に
引
き
続
き
、役
場
本
庁

前
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
斉
放
水
は
、消
防
車
18
台
が
出

動
し
て
行
わ
れ
、見
物
に
訪
れ
た
大
勢

の
皆
さ
ん
を
前
に
、大
き
な
ア
ー
チ
が

描
か
れ
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
一
斉
放
水

　
　
　

隠
岐
の
島
町
消
防
出
初
式

八尾川土手で行われた一斉放水の様子

写真①浜那久島まつり「あったか人情市」
　　（旧那久小学校体育館・12月7日）
写真②かに祭り
　　（りょうば・12月13日） 
写真③歳の瀬市
　　（役場本庁駐車場・12月27日）
写真④都万歳末市
　　（役場都万支所前・12月28日）

①

②

③

④

冬の味覚が勢ぞろい！
　　　　　　 町内各地区で年の瀬イベント

1/1 新年の健康と幸せを願って
　新年が明けたばかりの水若酢神社の様子。
　大勢の方が初詣に訪れ、新年の無事や平穏を
願いました。

1/2 新春の風物詩　松直し
　新年の風物詩となっている
「松直し」が、町内の各漁港で
行われました。早朝から、大漁
旗を掲げた漁船が出航し、一年
の豊漁と安全を祈願しました。

西郷湾での松直しの様子

ま
ち
の
冬
を
彩
る

　
　
　
　
　

町
内
各
所
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、町
内
各
所
で
、

色
と
り
ど
り
の
電
飾
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

布
施
地
区
で
は
、布
施
公
民
館
と
日
の

丸
保
育
所
が
、工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
、幻
想
的
に
冬
の
夜
を
彩

り
ま
し
た
。

布施公民館
（12月24日から1月8日まで）

日の丸保育所
（12月21日から3月末までの予定）
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ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島

応
援
寄
付
金
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島

応
援
寄
付
金
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島
町
を
愛
し
、ま
ち

の
発
展
を
願
う
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
寄

付
を
い
た
だ
き
、心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
い
た
だ
き
ま
し
た
、寄

付
金
の
状
況
に
つ
い
て
、平
成
26
年
11
月

末
現
在
の
状
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま　

51
名

 

・
高
橋
正
八　
　

様　

 

（
大
阪
府
）

 

・
行
光
隆
子　
　

様　

 

（
熊
本
県
）

 

・
成
山
康
子　
　

様　

 

（
大
阪
府
）

 

・
山
崎
敬
子　
　

様　

 

（
島
根
県
）

 

・
野
津
恵
二　
　

様 

（
神
奈
川
県
）

 

・
小
川
智
徳　
　

様 

（
神
奈
川
県
）

 

・
小
川
賢
太
郎　

様　

 

（
東
京
都
）

 

・
宮
田
智
子　
　

様　

 

（
東
京
都
）

 

・西
村
勇　
　
　

様　

 

（
大
阪
府
）

 

・
鵜
澤
慎
一　
　

様　

 

（
千
葉
県
）

 

・
宮
本
修　
　

  

様 　
（
広
島
県
）

 

・
松
原
正
武　
　

様　

 

（
兵
庫
県
）

 

・イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル（
株
）様　
（
千
葉
県
）

他
、38
名
様（
お
名
前
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
な
い
方
）

平
成
26
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　

島
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、隠
岐
ら

し
い
新
た
な
産
業
の
育
成
と
雇
用
の
創

出
を
目
的
と
し
た「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」が
、12
月
13
日（
土
）・
14
日

（
日
）に
隠
岐
の
島
町
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、一
般
の
部
で
３
者

と
高
校
生
の
部
で
４
組
が
、公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

●
審
査
結
果

【
優
秀
賞
】
一
般
の
部（
２
者
）

１
．提
案
者
：
宮
本
咲
季
さ
ん

内
容
：「
隠
岐
の
島
で
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」

　

町
内
企
業
を
対
象
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や
営
業
活
動
を
行
う

た
め
の
、ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作
や
そ
の
保

守
管
理
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

２
．提
案
者
：
春
木
勇
人
さ
ん

内
容
：「
売
っ
て
出
る
！
２
０
１
５
隠
岐

販
売
革
命
」

　

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
語
る
上
で

重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る　
大
地
の

成
り
立
ち
を
テ
ー
マ
に
、隠
岐
の
岩
石

を
使
用
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
成
し
、

そ
れ
ら
を
今
ま
で
隠
岐
に
は
な
か
っ
た
、

〝
待
ち
〞か
ら〝
攻
め
〞へ
変
わ
る
販
売

方
法
で
、島
内
外
に
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】高
校
生
の
部（
１
組
）

１
．提
案
者
：
隠
岐
高
校
商
業
科
３
年
生

３
名
の
皆
さ
ん

内
容「
隠
岐
せ
ん
べ
い
」

　

岩
の
り
の
風
味
に
隠
岐
の
食
材
を
加

え
た
、次
の
４
種
類
の「
隠
岐
せ
ん
べ
い
」

を
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

①
ト
ビ
ウ
オ
・
岩
の
り
、②
サ
ザ
エ・
岩

の
り
、③
め
か
ぶ
・
岩
の
り
、④
か
に
・

岩
の
り

●
寄
付
金
の
額
な
ど

　

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、「
隠
岐

の
島
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」に
積
み
立

て
、各
種
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

町
で
は
、ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
皆
さ
ま

か
ら
の
寄
付
金
を
引
き
続
き
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
支
援
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係 

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
６

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
定
住
対
策
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係 

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
７
０

２，３７３，５９８円平成２６年度寄付合計金額（11月末現在）

内 

訳

青少年教育または地域文化の振興に資する事業

医療または保健・福祉の充実に資する事業

竹島の領土権の確立に資する事業

自然環境の保存・整備に資する事業

複数の事業指定

その他町長が必要と認める事業

３０，０００円

８９，０００円

５１５，０００円

８０，０００円

１３０，０００円

　１，５２９，５９８円

写真左から、隠岐高校商業科の原悠馬さん、
山村弥夕さん、高梨隼さん

写真左から、宮本咲季さん、
審査委員長で世田谷ものづくり学校の
高山勝樹さん、春木勇人さん

”

”



 

Part39Part39■
塩
分
と
高
血
圧
の
関
係

　

塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る
と
血
中
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
量
が
増
加
し
ま
す
。血
中
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
る
と
、そ
れ
を
薄

め
よ
う
と
細
胞
内
や
体
外
か
ら
水
分
を

取
り
込
も
う
と
し（
塩
辛
い
も
の
を
食
べ

た
後
に
喉
が
渇
く
の
は
こ
の
た
め
）、結

果
、血
液
の
水
分
量
が
増
え
ま
す
。血
液

量
が
増
え
る
と
、全
身
に
血
液
を
押
し
出

す
の
に
、よ
り
大
き
な
力
が
必
要
と
な

り
、高
血
圧
を
招
き
ま
す
。

　

高
血
圧
は
、動
脈
硬
化・脳
卒
中・心
筋

梗
塞・腎
硬
化
症
な
ど
様
々
な
生
活
習
慣

病
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

減
塩
を
心
が
け
、生
活
習
慣
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

■
塩
分
１
日
摂
取
量
目
標
値
は
、男
性
８

ｇ
未
満
、女
性
７ｇ
未
満

　

町
で
は
、今
年
度
、特
定
健
診
に
あ
わ

せ
、尿
中
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
を
測
定
し
、１

日
塩
分
摂
取
量（
推
定
量
）を
調
査
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、本
町
の
１
日
の
塩
分
摂
取

量
は
、男
性
の
平
均
が
９
．４
ｇ
、女
性

の
平
均
が
９ｇ
で
し
た
。国
の
目
標
値
と

比
較
す
る
と
１ｇ
〜
２ｇ
程
度
、多
い
状

況
で
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

※
み
そ
汁
１
杯
が
１
ｇ
〜
２
ｇ
の
塩
分

に
相
当
し
ま
す
。

■
減
塩
成
功
の
鍵
は
、み
そ
汁
の
飲
み

方
に
あ
り
！？

　

塩
分
摂
取
量
調
査
と
と
も
に
食
事
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
結
果
、み
そ
汁
を

１
日
２
回
以
上
飲
む
人
と
、１
日
１
回
ま

た
は
、毎
日
は
飲
ま
な
い
人
と
で
は
、塩

分
摂
取
量
に
あ
わ
せ
、血
圧
に
も
差
が
見

ら
れ
ま
し
た
。み
そ
汁
を
飲
む
回
数
が
増

え
る
と
、飲
む
汁
の
量
も
増
え
る
た
め
、

塩
分
摂
取
量
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

減
塩
の
た
め
に
薄
味
に
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
効
果
的
で
す
が
、濃
い
味

が
好
み
の
方
で
も
、み
そ
汁
を
飲
む
回
数

や
汁
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で
、減
塩
や
高

血
圧
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

■
目
指
す
は
、具
沢
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
「
食
べ
る
み
そ
汁
」

　

み
そ
汁
は
、悪
者
な
の
か
？
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

味
噌
は
、発
酵
食
品
と
し
て
抗
酸
化
作

用
な
ど
有
効
な
機
能
も
多
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、野
菜
や
海
藻
に

多
く
含
ま
れ
、余
分
な
塩
分
を
排
出
す
る

働
き
を
も
つ「
カ
リ
ウ
ム
」を
汁
と
一
緒
に

摂
取
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。　

　

具
沢
山
に
し
て
そ
の
分
、汁
の
量
を
減

ら
す
こ
と
で
カ
リ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
減

塩
汁
に
な
り
ま
す
の
で
、是
非「
食
べ
る

み
そ
汁
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、肥
満
度
が
高
い
人

ほ
ど
塩
分
の
摂
取
量
も
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。１
品
１
品
は
、薄
味
で
も

た
く
さ
ん
食
べ
れ
ば
塩
分
も
多
く
な
り

ま
す
。食
べ
過
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　

電
話
２‐

8
5
6
2
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減
塩
を
心
が
け
よ
う

減
塩
を
心
が
け
よ
う

減
塩
を
心
が
け
よ
う

●
グ
ラ
フ
１

　

地
域
別
の
１
日
塩
分
摂
取
量（
推
定
）

　

調
査
人
数
：
男
性
２
７
１
名

　
　
　
　
　
　

女
性
５
１
９
名

　
　
　
　
　
　

計　

７
９
０
名

　

平
均
年
齢
：
73
．６
歳

（g）

（地区）

10

9.5 9.3

9

8.5

8

7.5

7
西郷 布施 中村 五箇 都万

8.9

9.7

9.0

10.0

9.2
9.0

8.8
8.6

8.9

男性 女性

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

設
置
し
て
い
ま
す

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

設
置
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、隠
岐
流
域
林
業
活
性
化
協
議

会
及
び
隠
岐
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ

ー
の
協
力
の
も
と
、町
内
４
カ
所
に
木
質

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、皆
さ
ま
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
と
は
・・・

　

間
伐
材
や
端
材
な
ど
を
原
料
に
製
造

さ
れ
た「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
」を
燃
料
と
し

た
ス
ト
ー
ブ
で
す
。

　
「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
」は
、森
林
の
間
伐
、

林
地
残
材
の
搬
出
、造
林
促
進
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、里
山
再
生
、洪
水
や
土
砂

災
害
の
防
止
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き

る
、地
球
環
境
に
や
さ
し
い
燃
料
で
す
。

【
設
置
場
所
】

①
隠
岐
病
院
バ
ス
待
合
室

②
隠
岐
島
文
化
会
館
１
階

③
隠
岐
支
庁
１
階
ロ
ビ
ー

④
役
場
本
庁
１
階
町
民
ホ
ー
ル（
左
写
真
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
農
林
水
産
課
農
林
振
興
係 

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
３



　

隠
岐
の
島
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

大
槻
寛
長
さ
ん（
栄
町
地
区
在
住
）が
、全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
槻
さ
ん
は
、平
成
8
年
か
ら
現
在
ま

で
、永
き
に
わ
た
り
、民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

                     
会
長
表
彰
受
賞

大
久
地
区
で
中
国
漁
船
が
座
礁

平
成
26
年　

高
齢
者
叙
勲

　

昭
和
58
年
、都
万
村
議
会
議
員
に
当
選

以
来
、平
成
７
年
４
月
ま
で
同
議
会
議
員

と
し
て
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
し
、高
い
政
治
信
念
を
も
っ
て
村
の
観

光
振
興
や
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
・
定

住
促
進
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、村
政
の
発

展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
18
日
午
前
４
時
30
分
頃
、

中
国
籍
の
イ
カ
釣
り
漁
船「
Ｊ
Ｉ
Ｎ　

Ｈ

Ａ
Ｉ　

８
０
５
」（
２
５
５
ト
ン
、乗
組
員

25
人
）が
、大
久
黒
島
付
近
の
海
岸
に
座

礁
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

事
故
に
よ
り
、乗
組
員
25
名
の
う
ち
、

23
名
は
、自
力
で
陸
に
避
難
し
ま
し
た

が
、１
名
が
死
亡
、残
る
１
名
は
、平
成

27
年
１
月
13
日
現
在
も
行
方
不
明
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、避
難
し
た
船
員
の
う
ち
、重

傷
者
２
名
を
除
く
、21
名
を
旧
大
久
小

学
校
に
避
難
さ
せ
、出
国
ま
で
の
期
間
、

救
護
や
衣
食
な
ど
の
援
助
を
行
い
ま
し

た
。船
員
の
皆
さ
ん
は
、12
月
24
日
に
町

を
離
れ
、12
月
26
日
に
は
、無
事
、中
国

へ
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、座
礁
し
た
船
舶
は
、今
後
、船

主
の
責
任
に
お
い
て
、引
き
揚
げ
作
業
を

行
う
予
定
で
す
が
、油
が
流
出
す
る
な
ど

大
変
危
険
な
状
態
で
す
の
で
、絶
対
に
付
近

に
は
、近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

元都万村議会議員
　松林　清伸 さん
（油井地区在住）

旭日単光章を受章

　

昭
和
57
年
、西
郷
町
議
会
議
員
に
当
選

以
来
、平
成
10
年
７
月
ま
で
同
議
会
議
員

と
し
て
４
期
16
年
余
り
の
永
き
に
わ
た

り
在
職
し
、優
れ
た
政
治
手
腕
で
産
業
の

振
興
、教
育
・
福
祉
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

高
い
政
治
信
念
を
も
っ
て
西
郷
町
の
生
活

基
盤
の
整
備
に
お
い
て
幅
広
い
分
野
で
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

元西郷町議会議員
　清川　安二 さん
（加茂地区在住）

旭日単光章を受章

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
2-
2
1
1
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
１

座礁した中国漁船
（１２月１８日・大久）

表彰を受けた大槻寛長さん（写真左）と松田町長

　

林　

優
希 　

上
西    　

林　

謙
二

佐
藤　

友
紀　
　
中
村　

 

佐
藤　

智
樹

笠
根　

大
和　
　
北
方    

笠
根　

一
樹

世
戸　

キ
ミ
子　

 

西
町　
　

 

90
歳

安
澤　

ミ
ヨ
子　

 

東
町　
　

 

86
歳

林　
　

博
彦　

 　
栄
町　
　

 

84
歳

畑
石　

菊
治　

   

小
路　
　

 

77
歳

※

12
月
31
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

ゆ
う 

き

  

ゆ  

き

 

や
ま
と

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
隠
岐
の
島
平
成
27
年
１
月
号

８
ペ
ー
ジ
ま
ち
の
で
き
ご
と
、図
書
館

イ
ベ
ン
ト「
Ｌ
ｅ
ｔ　
ｓ
理
科
読
」に

つ
い
て
の
記
事
中
、講
師
の
方
の
お
名

前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、左
記

の
と
お
り
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

【
誤
】内
田
美
香
子
氏

【
正
】土
井
美
香
子
氏

‘



14

20

外
国
人
観
光
客
を
増
や
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

●
世
界
遺
産「
熊
野
古
道
」

　

海
外
の
観
光
客
に
隠
岐
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
は
何
が
重
要
か
を
探
る
た
め

に
、昨
年
12
月
に
和
歌
山
県
の
田
辺
市（
熊

野
古
道
の
入
り
口
）か
ら
熊
野
古
道
を
歩

い
て
み
ま
し
た
。

　

熊
野
古
道
の
多
く
の
部
分
は
、２
０
０

４
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
こ
と
が
最
近

の
海
外
の
観
光
客（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）の

増
加
に
直
接
結
び
つ
い
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
地
道
な
努

力
が
、実
を
結
ん
だ
結
果
な
の
で
す
。

●
外
国
人
観
光
客
誘
客
へ
の
取
り
組
み

　

世
界
に
向
け
た
熊
野
全
域
の
観
光
情
報

発
信
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た「
田
辺
市
熊

野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」で
は
、熊

野
古
道
の
参
詣
道
を
外
国
人
に
も
観
光
し

や
す
い
場
所
に
す
る
の
に
、何
年
も
か
け

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。外
国
人
向
け
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
、ホ
テ
ル
な
ど

に
外
国
人
対
応
の
基
本
情
報
を
設
置
す
る

な
ど
、外
国
人
が
泊
ま
り
や
す
い
環
境
を

整
え
ま
し
た
。

●
世
界
が
注
目
、そ
し
て・・・

　

そ
の
努
力
が
実
り
、外
国
人
観
光
客
が

い
つ
も
使
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ロ
ン
リ
ー

プ
ラ
ネ
ッ
ト（　
　
　
　
　
　
　
　

）」や「
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド（　
　
　
　
　
　
　
　

） 

」

な
ど
が
、熊
野
古
道
を
日
本
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
現
在
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、ア
メ
リ
カ
、ス
ペ
イ
ン
…

な
ど
様
々
な
国
の
観
光
客
が
、当
た
り
前

の
よ
う
に
熊
野
古
道
を
歩
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

●
地
域
で
足
並
み
そ
ろ
え
て

　

特
に
、
記
憶
に
残
っ
た
の
は
、
熊
野
古

道
が
異
な
っ
た
自
治
体
で
構
成
さ
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、案
内
表
示
、町
歩
き

マ
ッ
プ
、バ
ス
情
報
な
ど
を
統
一
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
揃
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

外
国
人
だ
け
で
は
な
く
、日
本
人
の
観
光

客
に
も
わ
か
り
や
す
く
、と
て
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●
隠
岐
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

　

多
く
の
外
国
人
は
、日
本
に
つ
い
て
、

東
京
の
よ
う
な
大
都
会
を
楽
し
む
だ
け
で

は
な
く
、歴
史
や
伝
統
文
化
に
つ
い
て
深

く
探
っ
て
み
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
も
、熊
野
古
道
と
同
様
に
、外
国

人
観
光
客
に
と
っ
て
、魅
力
が
豊
富
な
と

こ
ろ
で
す
の
で
、自
信
を
持
っ
て
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、た
く
さ
ん
の
外
国
人
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、町

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す

ね
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。テ
レ
サ
で
す
。年
末
年
始
は
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
し
、実
家
で
真
夏
の

ク
リ
ス
マ
ス
と
正
月
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、南
半
球
に
あ
る

の
で
、季
節
は
、日
本
の
逆
に
な
る
ん
で

す
よ
。

　

さ
て
、テ
レ
サ・タ
イ
ム
ス
も
今
回
で
20

回
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
間
、隠
岐
諸
島

の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
や
全
国
大
会
の

開
催
な
ど
、多
く
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆
さ
ん
に
ジ
オ

パ
ー
ク
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、ジ
オ
サ
イ
ト
や
ジ
オ
ピ
ー
プ
ル

の
紹
介
な
ど
を
中
心
に
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

〜
世
界
遺
産「
熊
野
古
道
」の
取
り
組
み
に
学
ぶ
〜

HAPPY  NEW  YEAR !
今年もよろしく
お願いいたします。

L
on
ely
 P
lan
et

M
ichelin G

uide

［写真説明］
①②③宿泊施設「蒼空げすとはうす」には、無料Wi－Fiや外国語観光情
報を備える。  ④⑤田辺市観光センター内の外国語パンフレットや資料
 ⑥熊野古道にて  ⑦道案内表示

隠岐の島町国際交流員テレサ・サドカウスキー
（隠岐世界ジオパーク推進協議会勤務）

①

②

③

⑥⑦

⑤

④
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広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
　までお問い合わせください。

隠岐の島町城北町340（隠岐病院前）
　　　電　話　2－3265　営業時間　平日　AM 9:00～PM7:00
　　　F A X　2－3266　（不定休）　日祝　AM10:00～PM6:00

～成人を迎えるあなたへ～～成人を迎えるあなたへ～
お正月には、きものでお正月には、きもので
記念写真を撮りませんか。記念写真を撮りませんか。
振袖レンタル 振袖レンタル 
成人お祝い特別価格で成人お祝い特別価格で
ご用意いたしまご用意いたします。

～成人を迎えるあなたへ～
お正月には、きもので
記念写真を撮りませんか。
振袖レンタル 
成人お祝い特別価格で
ご用意いたします。

料亭 末　広

和風ダイニング
真　心　庵

冠婚葬祭料理
料理5,000円～
100名様収容　

コース料理3,000円～
各種アラカルト料理500円～
1名様から24名様（各個室）

団体様（10名様以上）歓迎
女性　2,000円～
男性　3,000円～

漣さ
さ
な
み

クラブ 末　広

電 話 2－0014
FAX 2－8880

プラン・人数などお気軽に
　　　　　　　　　ご相談ください

歓送迎会
冠婚葬祭
　　 承ります

新カタログ新カタログ
差し上げます差し上げます
新カタログ
差し上げます

国産の机で国産の机で
ピカピカ1年生ピカピカ1年生
国産の机で
ピカピカ1年生

今年も元気に発進します！今年も元気に発進します！今年も元気に発進します！今年も元気に発進します！今年も元気に発進します！

＠5,400円
＠6,480円
＠7,560円



▼
正
月
早
々
、年
越
し
寒
波
に
見

舞
わ
れ
、町
全
体
が
、雪
化
粧
で

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
て
、

2
0
1
5
年
、皆
さ
ま
、今
年
は

ど
の
よ
う
な
年
に
し
た
い
と
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。▼
昨
年
12
月
に
、

中
学
生
に
よ
る
子
ど
も
議
会
が

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も

議
員
と
な
っ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、

緊
張
し
な
が
ら
も
、環
境
問
題
、

観
光
・
産
業
振
興
や
財
政
の
課
題

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
提
言
や
質

問
を
す
る
中
で
の
、中
学
生
な
ら

で
は
の
発
想
と
、す
る
ど
い
突
っ

込
み
に
と
て
も
新
鮮
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
、こ
の
町
の
希

望
あ
ふ
れ
る
未
来
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
、私
た
ち
先
輩
に
与
え
ら

れ
た
使
命
で
あ
る
と
い
う
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。▼
私
た
ち
取

材
陣
は
、町
民
の
皆
さ
ま
の
笑
顔

や
熱
意
を
い
た
だ
き
、楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
広
報
誌
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｔ・
Ｉ
）

2

平成27年1月1日現在

14,996（－21）人

7,836（－9）人

7,177（－10）

7,160（－12）人

内15歳未満1,725人〔11.5％〕
内65歳以上5,515人〔36.8％〕

増　転入12人 出生5人 その他0人
減　転出16人 死亡22人その他0人

2
納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

年金相談　13：00～16:00（役場ふれあいセンター）

年金相談　9：30～12:00（役場ふれあいセンター）

第38回隠岐の島町卓球選手権大会　8：50～
（隠岐の島町総合体育館）

建国記念の日
山田客祭風流（町指定無形民俗文化財）　11：30～
（五箇地区山田神社）

食育の日

竹島の日

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

人権相談　13:00～15:00（西田会館）

隠岐の島町ノーレジ袋デー

２月２２日は「竹島の日」

■お問い合わせ先 ： 島根県総務課 電話0852-22-6766

２月２２日は、「竹島の日」です。２月２２日は、「竹島の日」です。
島根県は、記念行事を行います。島根県は、記念行事を行います。
■と■と　き／２月２２日（日）き／２月２２日（日）
■ところ／島根県民会館（松江市）■ところ／島根県民会館（松江市）
■内■内　容／記念式典など容／記念式典など
■申 込／入場を希望される方は、事前に申し込み込／入場を希望される方は、事前に申し込み
　が必要です。　が必要です。

２月２２日は、「竹島の日」です。
島根県は、記念行事を行います。
■と　き／２月２２日（日）
■ところ／島根県民会館（松江市）
■内　容／記念式典など
■申 込／入場を希望される方は、事前に申し込み
　が必要です。

【エントリー期間】【エントリー期間】
2015年1月26日（月）から2015年1月26日（月）から
3月27日（金）まで3月27日（金）まで
先着800名（島内参加者を除く）先着800名（島内参加者を除く）

【エントリー期間】
2015年1月26日（月）から
3月27日（金）まで
先着800名（島内参加者を除く）

■お問い合わせ先
〒685-8585　島根県隠岐郡隠岐の島町城北町１番地
隠岐の島町役場観光課内 隠岐の島ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ大会事務局
電話:２－８５７５／FAX:２－４９９７
ﾒｰﾙ:okiultra@town.okinoshima.shimane.jp

1
2
4

1  日   日

5  日   木
6  日   金
7  日   土

8  日   日

2  日   月

9  日   月
10  日   火

17  日   火

24  日   火
23  日   月

11  日   水

12  日   木
13  日   金
14  日   土
15  日   日

18  日   水
19  日   木
20  日   金
21  日   土
22  日   日

25  日   水
26  日   木
27  日   金
28  日   土

16  日   月

3  日   火
4  日   水


